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つ
な
が
り
響
き
合
う

　今日の社会の急激な変化にともなって、教育への期待と課題が大きくなって
きている現状を真摯に受け止め、高島の教育を「つながり響き合う教育へ」と
高めるため、教育委員会では、これまで培ってきた成果を再構築し、縦をつな
ぐ「小中一貫教育」と横をつなぐ「地域学校協働活動」の充実に重点を置いて、
推進していきます。

　

市
内
全
て
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、

平
成
26
年
度
か
ら
小
中
一
貫
教
育
（
義

務
教
育
９
年
間
を
連
続
し
た
期
間
と
し

て
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
て

小
中
一
貫
し
た
学
習
指
導
、
生
徒
指
導

を
行
う
も
の
）
を
実
施
し
、
次
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み

　
小
中
学
校
の
学
習
内
容
と
指
導
方
法

に
つ
な
が
り
を
も
た
せ
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
興
味
深
く
、
わ
か
り
や
す

い
授
業
を
つ
く
る
た
め
に
、
中
学
校
の

教
員
が
お
互
い
の
授
業
に
つ
い
て
、
と

も
に
考
え
、
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
入
学
時
に
ス
ム
ー
ズ
に

中
学
校
の
学
習
へ
と
移
行
で
き
る
よ

う
、
中
学
校
の
教
科
担
任
制
を
小
学
校

　
今
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
弱
ま
り
、

地
域
の
教
育
力
が
低
下
し
て
き
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
で

も
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。「
地
域
学
校
協
働

活
動
」
は
、
地
域
と
学
校
が
連
携
・
協

働
し
、地
域
住
民
が
参
画
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
地
域
全
体
で
支

え
、
地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

小
さ
な
支
援
で

地
域
・
子
ど
も
・
学
校
の

関
係
が
変
わ
り
ま
す

　
毎
日
の
登
下
校
時
に
見
守
り
サ
ポ
ー

タ
ー
の
方
と
子
ど
も
た
ち
が
あ
い
さ
つ

を
交
わ
す
こ
と
は
、
地
域
と
子
ど
も
の

つ
な
が
り
を
育
み
ま
す
。「
お
っ
ち
ゃ

ん
、
お
は
よ
う
」
の
子
ど
も
か
ら
の
あ

い
さ
つ
は
、
地
域
の
中
で
自
分
の
存
在

が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、「
元
気
が
な
い

な
」
の
大
人
の
気
づ
き
は
、
地
域
学
校

協
働
活
動
の
中
で
家
庭
や
学
校
に
つ
な

が
り
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も

を
育
む
基
盤
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
学
校
協
働
活
動
か
ら
生
ま
れ
た

地
域
と
学
校
の
持
続
的
な
関
係
は
、
ゆ

豊
か
な
人
間
関
係
を

育
て
る
取
り
組
み

　
小
学
生
が
、
他
校
の
小
中
学
生
と
交

流
す
る
中
で
、
人
と
か
か
わ
る
力
を
育

て
る
た
め
に
、
小
学
校
６
年
生
を
対
象

と
し
た
合
同
学
習
会
や
部
活
動
体
験
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

「
た
く
さ
ん
友
達
を
つ
く
る
」
こ
と
を

目
標
に
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
つ
な
が
り
が
中

学
校
生
活
へ
の
安
心
感
を
高
め
る
こ
と

と
、
希
望
や
目
標
を
抱
く
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
通
し
て
、
中
学
生
に
な
っ
た
際
、
新

し
い
環
境
で
の
学
習
や
生
活
に
う
ま
く

適
応
で
き
る
こ
と
に
成
果
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

中学校区の取り組み

・「夢カード」を活用したキャリア教育（マキノ）
・小学校での「ようこそ先輩」授業（今津）
・小４～中３の合同授業（朽木）
・３小学校による中学校での合同学習会（安曇川）
・「Ｍｙ　Ｃｉｔｙ高島」などのステージ活動（高島）
・５歳児と５年生の交流、小６の中学校体験（湖西）など

　「
自
転
車
に
乗
っ
た
中
学
生
が
、『
こ

ん
に
ち
は
！ 

』
と
声
を
か
け
て
く
れ

た
こ
と
が
う
れ
し
く
て
泣
け
て
き
ま
し

た
」
と
い
う
お
褒
め
の
電
話
。
人
と
人

が
す
れ
違
う
一
瞬
の
な
か
に
も
、
心
が

つ
な
が
り
、響
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
、

高
島
市
の
よ
さ
で
あ
り
強
み
だ
と
思
い

ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
を
つ
な
い
で
、
高
島
の
教
育
を
つ

な
が
り
響
き
合
う
教
育
へ
と
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３回の合同学習

会で、友だちが

たくさんできま

した。

中学校生活に少し不安

がありましたが、中学

校って楽しそうと思う

ようになりました。

小学生と中学生が交流
することで、お互いに
学びを深めているよう
すが見られました。

安曇川中学校での合同学習会

湖西中学校での部活動体験

つ
な
が
り
響
き
合
う

朽木中学校区小中合同授業

地域ボランティアによる
図書支援

中学生による地域イベント参画

高島の教育 ～つながり響き合う教育へ～

各
中
学
校
区
の

特
色
あ
る
取
り
組
み

高
島
学
園
で
地
域
学
校

協
働
活
動
が
ス
タ
ー
ト
！

　

学
校
教
育
課
　
（
３
２
）４
４
７
１

　

社
会
教
育
課
　
（
３
２
）４
４
５
７

地域が連携する学校行事

　登下校時の見守り活動、声かけ ･ あいさつ運動、環境
整備（花壇などの整備）、授業 ･ クラブ ･ 部活動の指導
補助、職業体験などの受け入れや指導、放課後土曜日の
体験活動、自主学習支援　など

学校が連携する地域活動

　福祉施設でのボランティア、地域のイベント
･ 伝統行事への参画　など

に
一
部
導
入
し
、
学
習
を
進
め
て
い
ま

す
。

る
い
つ
な
が
り
か
ら
信
頼
感
へ
と
発
展

し
、
学
校
を
核
と
し
て
地
域
の
大
人
と

子
ど
も
が
学
び
あ
い
、
地
域
を
活
性
化

し
て
い
き
ま
す
。

「
・
・
・
」

おはよう！

お婆ちゃん、
大丈夫？

いつも元気なのに
今日は元気がないな。
どうしたのかな？

大丈夫だよ
ありがとう

おはよう
　　ございます！

　
今
年
度
か
ら
、
学
園
内
の
事
務
所
に

配
置
さ
れ
た
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
、
学
校
と
地
域
の
連
絡
調
整
を
す
る

こ
と
で
、
学
校
・
地
域
行
事
な
ど
で
の

協
働
関
係
を
強
め
て
い
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
で
生
き
る
力
の
育
成
を

地
域
学
校
協
働
活
動
で

　
　
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を

小
中
一
貫
教
育
で
生
き
る
力
の
育
成
を

地
域
学
校
協
働
活
動
で

　
　
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を

小
中
一
貫
教
育
で
生
き
る
力
の
育
成
を

地
域
学
校
協
働
活
動
で

　
　
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
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お知らせ拡大版

【日時】　11月９日（木）17 時 30 分～ 19 時 30 分
【場所】　観光物産プラザ（新旭公民館）
【内容】　「高島の食と人 - ３つの〇

まるまる

〇 -」から見えてきた
　　　　高島市の地域ブランディングと展望
【ゲスト】

【ファシリテーター】

【参加費】　無料
※事前に総合戦略課までお申し込みください。

総
合
戦
略
課
　
（
２
５
）
８
１
１
４

交
通
政
策
課
　
（
２
２
）
０
０
５
８

検 索高島の食と人

ＨＰは
こちらから

平成 29 年度明るい選挙推進啓発作品の審査結果

仮

バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
っ
て
便
利
だ
ね
！

【 
第
１
回 

】

マキノ支所　 （27）1121

中村 敏夫さん

市
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の
バ
ス
や

乗
合
タ
ク
シ
ー
が
走
っ
て
い
ま
す
。

今
日
は
便
利
な
バ
ス
や
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
利
用
方
法
を
説
明
す
る
よ
！

バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
っ
て
便
利
だ
ね
！

【 
第
１
回 

】

Ｑ
：
運
賃
っ
て
い
く
ら
な
の
？

Ａ
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
市
営
バ
ス

は
、
大
人
２
２
０
円
で
小
人
１
１
０

円
だ
よ
。
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
大
人

３
０
０
円
で
小
人
１
５
０
円
だ
よ
。

バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
っ
て
、
ど
ん

ど
ん
便
利
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
ね
。

み
ん
な
も
バ
ス
に
乗
っ
て
ね
！

※
利
用
促
進
券
を
持
っ
て
い
な
い
と
こ
の

金
額
で
は
利
用
で
き
な
い
路
線
も
あ
る
の

で
、
事
前
に
各
支
所
か
交
通
政
策
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
：
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
路
線
っ
て
な

に
？

Ａ
：
利
用
す
る
た
め
に
は
電
話
予
約
が
必

要
と
な
る
路
線
の
こ
と
だ
よ
。
走
っ

て
い
る
の
は
タ
ク
シ
ー
車
両
だ
け

ど
、
バ
ス
と
同
じ
よ
う
に
決
め
ら
れ

た
順
路
で
運
行
し
て
い
る
ん
だ
。

Ｑ
：
利
用
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
？

Ａ
：
ま
ず
は
乗
り
た
い
路
線
を
運
行
し
て

い
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
電
話
を
し

て
ね
。
路
線
ご
と
に
電
話
番
号
が
異

な
る
の
で
、
詳
し
く
は
３
月
配
布
の

時
刻
表
を
見
て
く
だ
さ
い
ね
。
電
話

を
し
た
ら
、
①
利
用
者
の
名
前　
②

利
用
日　
③
乗
車
す
る
時
間
と
バ
ス

停　
④
利
用
人
数　
⑤
下
車
す
る
バ

第
７
回
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
高
島
会
議
の
開
催

㈱枻出版社 Discover Japan
   統括編集長　高橋 俊宏氏

高島市長　福井 正明

雨上㈱
代表取締役
　平井 俊旭氏

　
平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、
高
島

市
の
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
取
り
組

み
「
び
わ
湖
高
島
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
推
進

事
業
」
は
、
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　
こ
の
間
、
累
計
２
０
０
人
近
く
の
市

内
の
魅
力
的
な
方
々
に
巡
り
合
い
、
そ

の
豊
か
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
中
心
に
さ
ま

問高島市選挙管理委員会事務局　 （25）8000

ス
停
を
伝
え
て
ね
。

あ
と
は
、
予
約
し
た

時
刻
ま
で
に
バ
ス
停

で
待
っ
て
い
れ
ば
タ

ク
シ
ー
車
両
が
来
る

の
で
乗
車
す
る
だ
け

だ
よ
。

ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
情
報
発
信
し
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
高
島
会
議
で

は
、こ
れ
ま
で
の
総
括
を
行
い
つ
つ
、デ
ィ

ス
カ
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン
誌
の
編
集
長
で
あ
る

高
橋
俊
宏
氏
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
迎
え

し
、
福
井
市
長
と
こ
れ
か
ら
の
高
島
市
の

可
能
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
す
。

　マキノ支所耐震改修工事の実施に伴い、マキノ支
所をマキノ保健センターに仮移転します。
　ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願い
します。

　平成 29 年度明るい選挙推進啓発作品を募集したところ、多数のご応募をいただきましてありがと
うございました。応募作品を高島市明るい選挙推進協議会と高島市選挙管理委員会が合同で審査した
結果、次の作品が入賞されました。おめでとうございます。
　入賞した作品は今後の選挙啓発に活用するとともに、滋賀県の審査に出品します。

■選挙管理委員の就任について
　９月 11 日付けで中村 敏夫さん（安曇川町）が選挙管理委員に就任され
ました。（任期：９月 11 日から平成 33 年３月 10 日まで）
　前選挙管理委員の泉 婦美子さんには、平成 25 年３月から４年６か月の
長きにわたり、選挙管理委員として、選挙の管理執行と明るい選挙の推進に
取り組んでいただきました。長い間、ありがとうございました。

▽ポスターの部
【最優秀賞】
　安曇川中学校　１年　北村 仁香さん

▽標語の部
【最優秀賞】
　「この一票　住み良い明日を　語れる人に」
　　　　　　　新旭町　上原 秀雄さん

期間
11月６日（月）～３月末（予定）

仮

マキノ支所が  引っ越しします

高島市役所
マキノ支所
高島市役所
マキノ支所

高島市保健センターマキノ保健センター
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行
財
政
改
革
課
　
（
２
５
）
８
０
１
３

秋
の
火
災
予
防
運
動　
11
月
９
日
～
15
日

『
火
の
用
心　
こ
と
ば
を
形
に　
習
慣
に
』

消
防
職
員
が
ご
家
庭
を
訪
問

住
宅
防
火
診
断

　
消
防
職
員
が
各
住
宅
を
訪
問
し
、
暖

房
器
具
や
電
気
コ
ー
ド
な
ど
か
ら
の
出

火
を
防
ぐ
た
め
、
防
火
に
つ
い
て
診
断

し
ま
す
。

　
事
前
に
訪
問
す
る
地
区
へ
は
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
11
月
は
暖
房
器
具
等
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
る
と
と

も
に
、空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
で
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
体
験
ひ
ろ
ば
２
０
１
７

　
と
き　
11
月
12
日
日　
13
時
～
16
時

　
と
こ
ろ　
高
島
市
消
防
本
部　
　

　
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
幅
広
く
、
防

災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

▼
内
容　
ロ
ー
プ
渡
り
、
放
水
、
煙
ハ

ウ
ス
、
ミ
ニ
消
防
車
乗
車
体
験
な
ど
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
市
内
の
小
学
５
年

生
が
描
い
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
、
防
災

グ
ッ
ズ
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

消
防
本
部
予
防
課

　
（
２
２
）
５
４
０
３

高
島
市
公
共
施
設
再
編
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
市
内
に
は
、
旧
町
村
ご
と
に
重
複
し

た
施
設
が
多
く
存
在
し
、
一
人
当
た
り

の
公
共
施
設
の
延
床
面
積
は
県
内
他
市

と
比
べ
て
最
も
多
い
状
況
で
す
。

　
他
方
、市
で
は
人
口
減
少
と
少
子
化・

高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
今
後
に
お

い
て
公
共
施
設
の
利
用
の
減
少
や
利
用

形
態
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
平
成
27
年
３
月
に

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定

し
、
公
共
施
設
の
縮
減
目
標
を
定
め
ま

し
た
。

　
今
回
、
こ
の
目
標
の
達
成
に
向
け
た

公
共
施
設
再
編
に
関
す
る
基
本
的
な
考

え
方
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
個
々
の

施
設
に
お
け
る
再
編
の
方
向
性
を
示
す

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
高
島
市
公
共
施
設
再
編
計
画
の
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
各
支
所
・
行
財
政
改
革
課
に
備

え
付
け
の
計
画
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■計画期間
　平成 27 年度から平成 36 年度までの 10 年間（第 1 期）
■対象施設
　庁舎、集会施設、学校、スポーツ施設、公営住宅等　13 類型　301 施設　36.2 万㎡

施設削減目標
（延床面積／ H26 対比）
30 年間で 50％削減
▲ 18.2 万㎡

H27 ～ H36 年度
▲ 10％（▲ 3.6 万㎡）

H37 ～ H56 年度
▲ 40％（▲ 14.6 万㎡）

高島の魅力

再発見！

11 2017.11 月号

11/23木
　10 時～ 15 時

今津総合運動公園内
（サンルーフ今津、ゆめの）

高島のあらゆる
産業が大集合！

地元産の食材を使った料理
や漁師の賄い料理など

郷土料理等の

屋台

友好交流都市の大洲市や近隣
交流地域の物販など

友好都市の

出店

そば打ち体験、発酵食品の手づくり体験など

体験

地場産品・伝統食品・地元産の

農産物・加工品の展示販売や企

業展・観光ＰＲコーナーなど

展示・出展

高島市産業連携推進協議会事務局（高島市商工会）　 （32）1580

ともに
マキノ土に学ぶ里研修センター

発表の部　11/ ３金
　　　　　　12 時 30 分～ 16 時
展示の部　11/ １水～５日
　　　　　　９時～ 17 時

ともに
アイリッシュパーク（ガリバーホール）

発表の部　11/ ５日
　　　　９時 30 分～ 15 時 30 分
展示の部　11/ ２木～５日
　　　　９時～ 20 時

新旭体育館

発表の部　11/ ４土・５日
　　　　　　10 時～ 16 時

展示の部　11/ ２木～５日
　　　　　　10 時～ 19 時

ともに安曇川公民館

発表の部　11/ ５日
　　　　　　９時 30 分～ 17 時
展示の部　11/ １水～５日
　　　　　　９時～ 19 時

今津東コミュニティセンター

高島市民会館

発表の部　11/ ３金
　　　　　　９時 30 分～ 16 時

展示の部　11/ １水～４土
　　　　　　９時 30 分～ 17 時

マキノ公民館　 （27）1131

高島公民館　 （36）0219 新旭公民館　 （25）5500 安曇川公民館　 （32）0003

今津公民館　 （22）2249

（１日は13時から、４日は16時まで）

（５日は 18 時まで）
（５日は 15 時 30 分まで） （１日は 13 時から）

４日お茶
席

５日将棋
５日
お茶席・囲

碁

観光物産プラザ（新旭公民館）

２０１７

＆

郷土料理等の

そばフェス タ
２０１７２０１７２０１７２０１７２０１７

＆

ばばフェスフェスフェスフェスフェスフェス タタたかしま産業フェア
お知らせ拡大版

そ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

　
き
ち
ん
と
音
が
出
ま
す
か
？

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

か
ら
約
10
年
が
経
ち
ま
し

た
。
市
内
の
住
宅
の
約
80
％
の
住
宅
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
設
置
場
所
が

誤
っ
て
い
る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
古
く
な
る
と
電
池
切
れ
な
ど

で
、
火
災
を

感
知
し
な
く

な
る
こ
と
が

あ
り
、
と
て

も
危
険
で
す
。

定
期
的
に
点

検
し
10
年
を

目
安
に
交
換

し
ま
し
ょ
う
。

マキノ生涯学習
フェスティバル

第１３回

ガリバー文化祭
安曇川文化祭

第４４回

新旭文化祭

13 日お茶
席

・押し花
体験今津町文化祭

発表の部　11/ ５日
　　　　　　10 時～ 15 時
展示の部　11/ ３金～５日
　　　　　　 ９時～ 17 時

朽木公民館　 （38）2324

朽木文化祭

ともに朽木公民館

（５日は 15 時まで）
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お知らせ拡大版

①給与支払報告書の提出（１月 31日まで）
②税額の計算
③・④特別徴収税額の通知（５月 31日まで）
⑤給与支払時に税額を引き去り（毎月の給与支払日）
⑥税額の納入（翌月 10日まで）

①

②

③
④

⑤
⑥
給与支払者
（事業主）

給与所得者
（従業員）市 町

従業員の方が
お住まいの

【事業主の皆さんにお知らせです】
個人住民税は「特別徴収」で納めましょう

２０１７年高島市青少年育成大会

【特別徴収のメリット】
●市町が税額の計算を行うため、所得税と違い、

税額計算や年末調整の必要がありません。

【特別徴収の手続きは】
●毎年１月 31 日までに提出することになって

いる給与支払報告書（総括表）の右上の特別
徴収義務者指定番号（給与支払者番号）の欄
に朱書きで『特別徴収へ切替え』と記載の上、
各市町に提出してください。

【特別徴収とは】
●事業主（給与支払者）が所得税の源泉徴収と

同様に、毎月の給与から従業員（役員、パート、
アルバイトなど全て含みます。）の個人住民
税を引き去り、各市町へ納入する制度です。

●地方税法および各市町の条例により、給与を
支払う事業主は、原則としてすべて特別徴収
義務者として、個人住民税を特別徴収してい
ただくことが義務づけられています。

【特別徴収のしくみ】
●毎年５月に特別徴収義務者あてに「特別徴収

税額決定通知書」をお送りしますので、その
税額を毎月の給与から引き去りし、翌月の
10 日までに各従業員の住所地の市町へ、市
町ごとの合算額を納入していただきます。

●従業員が常時 10 人未満の事業主は、申請に
より通常 12 回の納期を２回にすることがで
きます。

高島市税務課　 （25）8116　　滋賀県総務部税政課　 077（528）3213

　
市
で
は
、
11
月
の
「
子
ど
も
・
若
者

育
成
支
援
強
調
月
間
」
に
あ
わ
せ
、
青

少
年
育
成
大
会
の
開
催
や
広
報
啓
発
活

動
（
懸
垂
幕
・
横
断
幕
の
掲
出
、
啓
発

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
配
布
）、
青
少

年
育
成
巡
回
活
動
（
街
頭
啓
発
、
街
頭

補
導
）、
環
境
浄
化
活
動
（
有
害
図
書

等
実
態
調
査
）
な
ど
を
通
し
て
、
子
ど

も
・
若
者
の
健
全
育
成
に
向
け
た
取
り

組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　
子
ど
も
・
若
者
が
問
題
行
動
に
陥
る

こ
と
な
く
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長

す
る
こ
と
は
、
市
民
す
べ
て
の
願
い
で

す
。
温
か
く
見
守
り
、
寄
り
そ
い
、
会

話
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

※
子
ど
も
・
若
者
に
つ
い

て
気
に
な
る
行

動
が
あ
る
場
合

は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　障がいのある方の日常生活および社会生活を
支援するため、ストーマ装具や紙おむつなどの
日常生活用具の給付や貸与を行っています。
　原則として、給付または貸与にかかる費用の
５％は受給者の負担となり、残りを市が負担し
ます。ただし、用具ごとに基準額が定められて
おり、基準額を超える分は自己負担になります。

▼対象者　市内に住所がある障害者手帳をお持
　　　　　ちの方または難病患者で在宅の方
※用具の種目によって対象者（等級、年齢等）

が定められています。申請方法や必要書類な
ど詳しくは、市ホームページまたは障がい福
祉課にてご確認ください。

　懸命に命を輝かせた愛娘との 6 年間の軌跡をつづった「あ～ちゃんの虹」の著者、

林智子さんをお迎えし、命の大切さや子育てについてお話しいただきます。

日　時　11 月 12 日（日）13 時～ 16 時

場　所　藤樹の里文化芸術会館

定　員　３５０人
内　容　・中学生広場「私の思い２０１７」

　　　　　　市内６中学校の代表者の発表

　　　　   ・講演「ダメな子なんて一人もいない」

　　　　　  講師　林 智子さん（長浜市在住）

  

不
安
や
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
学
校
の
こ
と
、
友
達
の
こ
と
、
家
族

の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
、
問
題
行
動
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
を
抱
え

る
子
ど
も
・
若
者
の
相
談
を
受
け
つ
け

て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
あ
す

く
る
高
島
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
小
学
生
～
30
歳
代
ま
で
）

▼
相
談
時
間　
月
～
金　
９
時
～
17
時

（
土
日
祝
日
、
12
／
29
～
１
／
３
休
み
）

▼
相
談
方
法　

　
・
面
談
（
来
所
・
訪
問
）

　
・
相
談
専
用
電
話

　
　
　
☎
（
３
２
）
３
８
２
４

　
ま
た
、
ご
家
族
や
知
り
合
い
の
方
か

ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
。秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
、
適
切
な
機
関
を

紹
介
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
事
前
予
約
に
よ
り
、
右
記
時
間
外
や
土
曜

日
・
日
曜
日
、
祝
日
の
相
談
、
希
望
さ
れ
る

場
所
で
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

青
少
年
課　
☎
（
３
２
）
４
４
５
８

あ
す
く
る
高
島
☎
（
３
２
）
３
８
２
４

　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
談
専
用
）

　
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」

～
支
え
よ
う 

輝
く
ひ
と
の 

夢
み
ら
い
～

11

子育て支援課　 （25）8136

▼対象者　市民税非課税世帯のひとり親家庭の
児童（中学校修了まで）

▼助成額　上限３，５００円（接種費用額）

▼申請受付期間

　　　
　11月１日水～２月28日水

▼手続き　医療機関でインフルエンザの予防接
種後、市役所子育て支援課または
各支所へ申請してください。

▼持ち物　印鑑・領収書・母子手帳（接種内容
を記録されたもの）、通帳コピー

ひとり親家庭の方へ
子どものインフルエンザ
予防接種費用を助成します
子どものインフルエンザ
予防接種費用を助成します

障がいのある方へ
日常生活や
社会生活を支援します

障がい福祉課　 （25）8516

高島市青少年育成市民会議（青少年課内）　 （32）4458

　懸命に命を輝かせた愛娘との 6 年間の軌跡をつづった「あ～ちゃんの虹」の著者、
　懸命に命を輝かせた愛娘との 6 年間の軌跡をつづった「あ～ちゃんの虹」の著者、

で教えてください
※詳しくは市のホームページをご覧ください。

# タカシマノアサヒ

投稿期間　11 / １～ 1 / 31
最高の高島市の朝日を


